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無償資金協力 

案件概要書 

              2022年 10月 25日 

１．基本情報 

(１) 国名：ネパール 

(２) プロジェクトサイト／対象地域名：カトマンズ市 

(３) 案件名：トリブバン国際空港航空交通管制施設整備計画（The Project for 

Improvement of Air Traffic Control Facilities at Tribhuvan International Airport） 

(４) 計画の要約：本計画は、トリブバン国際空港の管制塔及び航空交通管制センタ

ーの建替え並びに飛行場面（滑走路、誘導路、エプロン等）の監視システムの整

備を行うことにより、航空需要の増大に対応するとともに、航空管制業務の質

の向上を図り、もってネパールの経済成長に寄与するもの。 

２．計画の背景と必要性  

(１) 本計画を実施する外交的意義 

 親日国であるネパールは、インドと中国の間に位置しており、同国における民主主

義の定着、安定と繁栄は、我が国にとって、政治的・経済的に重要な南西アジア地域

全体の安定を確保する上で重要である。 

同国は 2030 年迄に中所得国入りするという目標を掲げ、経済成長の促進に取り組

んでいる。特に内陸国であるネパールにとって空路は経済成長に重要な移動・流通手

段となっている。トリブバン国際空港（以下、TIA）は、同国のすべての国際定期便及

び首都カトマンズと各地方都市を結ぶ主要な国内線が運航する、最重要ハブ空港かつ

国際空港である。我が国は TIAの安全性にかかる支援を長年行ってきており、ネパー

ル政府からも高く評価されているなど、我が国のプレゼンスが高い分野の一つとなっ

ている。また、2019 年 1月、「航空業務に関する日本国とネパール王国との間の協定」

（日・ネパール航空協定）の付表の改正に関する交換公文の署名式が行われ、日・ネ

パール間の直行便が復活した。本計画はこの枠組みを空港の安全面から支えることに

寄与することからも外交的意義が高い。 

(２) 当該国における航空セクターの開発の現状・課題及び本計画の位置付け 

近年の経済成長等に伴い、TIAにおける航空旅客数は、2009年から2018年の10年で

国際線では年間約202万人から約430万人、国内線では年間約130万人から約290万人、

取扱貨物量も年間約1.5万トンから約2.5万トンと急増している。かかる航空需要の増

加に伴いTIAの離着陸スケジュールは過密化し、管制官の負荷は高まる状況にある。 

我が国は 1990 年代半ば以降、TIA に対し飛行中の航空機の監視や航空機の正確な

滑走路進入支援のための機材整備に加え、管制官の能力向上等を支援し、航空安全の

確保を図ってきた。これらにより航空機の安全運航に係る状況は改善し、ネパール民

間航空庁（Civil Aviation Authority of Nepal。以下「CAAN」という）の管制能力も向

上した。他方、航空機の増加と累次にわたる空港施設の拡張によりエプロンの一部が

管制塔から見えなくなったことで、飛行場内での航空機や関連車両等の監視に支障が

生じ、特に混雑時や悪天候の際には正確な監視や安全で効率的な誘導が困難である等

の事態も発生している。また、同国全域の管制を司る航空交通管制センターや、管制

塔は老朽化しており、運用室や機械室等も狭く、航空需要の増加に見合った安全性や
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効率性を確保する上で十分な人員や機材を収容できない状況にある。 

 ネパール政府は第 15 次 5 か年計画にて航空サービスへのアクセス及び安全性の向

上を目標の一つとし、航空安全設備等の近代化等を掲げている。また、対ネパール国

別開発協力方針（2021 年 9 月）では、重点分野「経済成長及び貧困削減」の中で交

通インフラの整備が掲げられている。本計画は同方針に合致する。 

３．計画概要            ＊協力準備調査の結果変更されることがあります。 

(１) 計画概要 

① 計画内容（詳細は協力準備調査で確認） 

【施設】管制塔及び航空交通管制センターの建替え 

【機材】飛行場面監視システム 

【コンサルティング・サービス/ソフトコンポーネント】詳細設計、入札支援、施

工監理、機材の運営・維持管理にかかる研修等 

② 期待される開発効果 

監視システムの導入により、飛行場内での航空機や関連車両等の正確な監視や安

全で効率的な誘導が可能になり（TIA 内を移動する航空機／車両を監視システム

で確認できる面積の割合（％）：0→100）飛行場面の安全性確保への貢献が期待さ

れる。 

③ 計画実施機関／実施体制：ネパール民間航空庁（CAAN） 

他機関との連携・役割分担：アジア開発銀行（ADB）は TIAの滑走路等の拡張整

備を支援中。拡張による離発着の増加で生じる安全面の課題に対し本計画は管制

業務の質の向上のための支援であり、相乗効果が期待される。 

④ 運営／維持管理体制 

CAANが管制施設及び機材の運営・維持管理を行う。そのための人員及び予算確

保は、近年の協力を通じ特段の支障は生じていないが、本計画でも同様に確保さ

れるか協力準備調査を通じて確認する。 

(２) その他特記事項 

 ●トリブバン国際空港はネパールにとって基幹的かつ重要な国際空港であり、ネ

パール軍による災害支援等を目的とした空港の利用は排除されないものの、本計

画は同じ空港の管制塔及び航空交通管制センターの建替え並びに飛行場面（滑走

路、誘導路、エプロン等）の監視システムの整備を行うことにより、航空需要の

増大に対応するとともに、航空管制業務の質の向上を図り、もってネパールの経

済成長に寄与するものであり、非軍事目的の協力である。また、本計画の対象主

体となる実施機関は CAANであり、支援対象施設となる管制塔や管制センターに

軍の人員は配置されておらず、CAANによる管理下となることが確認されてい

る。施設・機材・システムの性質から軍用機の利用のみを排除することはできな

いが、軍用機の離発着数は民間航空機に比べると極めて少なく、その任務も災害

時のレスキューや救援物資の運搬が含まれ、民生目的を兼ねた任務を遂行してい

る。また、航空輸送の安全性の向上は広くネパール国民に裨益することが期待さ

れるなど、民生目的の必要性が認められる。 
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●環境社会配慮 カテゴリ分類：C 

●ジェンダー分類：GI（ジェンダー主流化ニーズ調査・分析案件） 

●他の援助機関の対応：ADB は 2010 年より TIA の国際線旅客ターミナルビル拡

張・改修、国際線出発ゲート移設に伴うエプロン新設・滑走路延長、誘導路拡張を

支援している。 

４． 過去の類似案件の教訓と本計画への適用 

ネパール向け無償資金協力「トリブバン国際空港近代化プログラムにおける航空管

制設備改善計画」（評価年度 2006年）の事後評価等では、TIAの維持管理予算の確保

及び迅速な部品供給体制の確立、維持管理能力の強化が重要であるとの教訓を得てい

る。本計画の協力準備調査において TIAにおける維持管理体制・予算・機材の供給可

能性等を改めて確認し、定期的な整備・点検の促進、スペアパーツの配備等を検討す

るとともに、別途実施予定の技術協力プロジェクトを通じて、本計画で導入する管制

システムの運用・維持管理を支援することで、運営・維持管理の強化を図る予定。 

 

［別添資料］地図 

以 上 
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別添 

「トリブバン国際空港航空交通管制施設整備計画」 地図 

 

出典：国連地図（Nepal (Geospatial,location data for a better world) (United Nations) 

（英語））より JICA作成（対象地域の位置を明示） 

 

 

 

出典：CAAN 
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